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　市民会議が描いた10年後のまちの姿を施策へ展開するため、15のまちづくりの目
標と35の施策目標へ具体化しました。
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　芦屋の将来像にある「絆（きずな）」をキーワードとして「人と人とのつながり」、「人
とまちとのつながり」、「市民と行政のつながり」を重要な要素ととらえ、市民会議か
らの提言を施策に展開するため、次の４つをまちづくりの基本方針としました。
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　　人々の主体的な活動や幅広い世代の交流を活発にし、絆（きずな）を深
め、お互いに刺激しあうことで育ち育てられながら世代をつないでいく。
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　　日ごろのあいさつから何かあった時に声を掛け合うつきあいとなり、助
け合い・支え合うことで地域での暮らしの安全や安心へとつないでいく。
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　　人々のまちを大切にする心を育て、活動につなげて暮らし方を表現す
ることでまちなみへとつないでいく。
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　　市民と市が目標を共有し、それぞれの役割を担うことで芦屋のまちづ
くりをつないでいく。
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■１人ひとりがそれぞれの状況に応じて必要な情報を手に入れられる
■主体的な市民活動が増え、継続的に発展している
■地域主体のまちづくりの仕組みが根付き、地域の力が高まっている
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■市民が教養を高める機会が豊富にある
■さまざまな交流が、多様な文化への理解と見識を深めている
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■平和と人権を尊重する意識が行き渡っている
■男女共同参画社会の実現に向けて意識が広がっている
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■子どもたちが「生きる力」を身につけ、健やかに成長している
■青少年が社会で自立するための力を身につけている
■学校園・家庭・地域が連携して、子どもたちの育成を支えている
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■世代を超えた多様なつながりが、さまざまな家庭の子育てを支えている
■子育てと仕事の両立を可能にする環境が整っている
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■健康づくりに取り組んでいる
■適切な診療を受けられる
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■地域における保健・医療・福祉の連携体制が確立している
■高齢者がいつまでも、いきいきと安心して暮らせている
■障がいのある人の権利が尊重され、持てる能力を最大限に発揮できる
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■暮らしの安全・安心への意識が高まっている
■犯罪が起きにくいまちになっている
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■家庭や地域、行政の防災力が向上している
■災害に強い安全なまちづくりが進んでいる
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■自然と緑を守り、創り、育てる文化を継承している
■建物などが地域ごとの緑ゆたかな景観と調和している
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■清潔なまちづくりが進んでいる
■環境に配慮したまちづくりが進んでいる
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■交通安全に関する意識が高まっている
■公共施設などのバリアフリー化が進んでいる
■市内を安全かつ快適に移動できる
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■良質な住まい作りが進んでいる
■都市の機能が充実している
■市内の商業が活性化し、市民の利便性も向上している
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■市民参画による開かれた市政を運営している
■変化に対応できる柔軟な組織運営をしている
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■さまざまな資源を有効に活用している
■歳入・歳出の構造を改善している
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「
声
の
掛
け
合
い
」か
ら
始
ま
る「
安

全
・
安
心
」な
、一
生
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち 

�
��
�
�
�
�
�

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
安
心
し
て
、

生
き
が
い
を
感
じ
て
、心
豊
か
に
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
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麗
し
の
箱
庭
芦
屋
で
、育
ち
育
て
る

「
市
民
家
族
」
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み
ん
な
で
つ
な
ご
う
芦
屋
の
笑
顔

〜
花
と
緑　

山
と
海　

知
性
と
教 

　

養
国
際
文
化
住
宅
都
市
〜
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自
然
と
緑
を
大
切
に
す
る「
心
の
文

化
」を
は
ぐ
く
み
、知
性
と
品
格
に

あ
ふ
れ
た
、人
に
や
さ
し
い
ま
ち
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市
民
と
の
信
頼
関
係
で
つ
く
り
あ

げ
る
新
し
い
行
政


